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注意事項 

 １．掲載対象銀行が一般社団法人全国銀行協会に提出した計数にもとづき、全国銀行総合財務諸表（単

体・連結）および各行別財務諸表（単体・連結）を掲載した。 

 ２．「全国銀行」は、都市銀行５行、地方銀行 61 行、地方銀行Ⅱ35 行、信託銀行４行および 

ＳＢＩ新生銀行、あおぞら銀行の合計 107 行の計数である。 

   なお、セブン銀行、オリックス銀行および農林中央金庫の計数は、全国銀行および業態別の計数に

は含まれていない。 

 ３．貸借対照表上の「その他の○○○」（例：「預金」における「その他の預金」）は、掲載を省略して

いる（「その他の○○○」の計数は、当該大科目の計数からその他の内訳科目の計数の合計を差し引

くことで得ることができる）。 

 ４．全国銀行総合財務諸表（単体・連結）および各行別財務諸表（単体・連結）の特記事項については、

次のとおり。 

⑴ 全国銀行総合財務諸表（単体・連結）における貸借対照表上の「リース負債」および「使用権資

産」は、企業会計基準第 34 号「リースに関する会計基準」等を踏まえた勘定科目の変更に伴い、2025

年度から表示している。なお、当期においては、当該基準の早期適用をした銀行は無いため、適用前

の基準（「リース債務」および「リース資産」）にもとづく計数が計上されている。 

  ⑵ 全国銀行総合財務諸表（連結）については、連結財務諸表を作成している全行の計数を集計。 

  ⑶ 連結財務諸表を作成していない次の 15 行は、各行別財務諸表（連結）を掲載していない。 

    北都銀行、荘内銀行、山口銀行、十八親和銀行、西日本シティ銀行、北九州銀行、神奈川銀行、 

もみじ銀行、福岡中央銀行、佐賀共栄銀行、長崎銀行、熊本銀行、豊和銀行、野村信託銀行、 

オリックス銀行 

⑷ 各行別財務諸表（単体・連結）のうち、2024 年度中に合併した青森みちのく銀行および 

あいち銀行の損益計算書の「2024 年度比較」は「－」とした。 

 ５．2025 年度中、次のとおり合併があった。  

   ・2026 年１月１日 八十二銀行と長野銀行（合併後：八十二長野銀行） 

上記合併に伴う取扱については、次のとおりとした。 

 ⑴ 全国銀行総合財務諸表（単体）における損益計算書の「全国銀行」および「地方銀行」の当期計 

  数には、合併前の旧長野銀行の計数（2025 年４月～12 月末）を含めている。 

各行別財務諸表（単体）のうち、八十二長野銀行の損益計算書の当期計数には、合併前の 

旧長野銀行の計数（2025 年４月～12 月末）を含めていない。 

    なお、旧長野銀行は連結財務諸表を作成していなかったため、全国銀行総合財務諸表（連結）お

よび各行別財務諸表（連結）について上記合併に伴う対応は行っていない。 

⑵ 全国銀行総合財務諸表（単体）における貸借対照表の「2024 年度末比較」「増減率」および損益

計算書の「2024 年度比較」「増減率」は、「地方銀行」の 2024 年度計数に合併前の旧長野銀行の計

数を加算し、「地方銀行Ⅱ」の 2024 年度計数から、合併前の旧長野銀行の計数を差し引き、比較し

ている。 

⑶ 各行別財務諸表（単体・連結）のうち、八十二長野銀行の貸借対照表の「2024 年度末比較」お 

 よび損益計算書の「2024 年度比較」は「－」とした。 
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